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　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　冒

　盤に著者は長野市當揚に窟せる健廉なる熟獄1蟻、蟻の腸内に由來する連鎖状球菌の槻｝1尺を

調謹し、その分類を試み、該菌は大髄に於て腸球菌の性状を側1へ、小或は出羊」lll．液にY；；i・し溶illL

性を示すもの大多激を占め、緑色性を愚するもの少数あり。之を免痩雛的性朕によりて分ち、

溶血性菌を第1群乃至策4群、緑色性菌を第窮｛羊乃棄第7群εせり。

　其後長野市及びその近郊の健康甑、蜜験的軟化病瓢自然狸i三軟化腐瓢翻蛾軟化癌屍燈馨

に由來する蓮鎖状球菌、松本市及び飯田’市に装蟹三せる嵐然獲生軟化病蟹凱に田來する1該菌等、・多

撒の菌株に就歯前の方法に從ひて権状蛇に分類を試み、燈等の菌株も亦大髄1こ於て腸球繭の性

状を具へ、山羊lllし液に蜀し溶llll性あるものを第1群乃翌第4群に、緑色性のものを第5群乃簗

第18群に分ち得るこεを明かにせり。　　　　　　　’

　依つて葱には櫨児の飼育揚所を金く異にし磁鹿児酷縣名瀬町鹿兇腸縣翻粟試験場大鵬支揚蚊

に埼玉縣川越市埼玉縣獄業試瞼揚川越支揚に騰せる健康なる蝉の腸内に田楽せる蓮鎖状球菌の

性状を調査し分類を誠みM前の長野市の健康なる燃焦燃峨に田來する菌株霞比校せんεす。

　材料を憲奥せられたる鹿児鵬縣熊楽試瞼揚中山吉二氏、埼玉縣葱叢試験揚門耶潤一郎氏に凱

し感謝す。
　　　　　　　　　　1・鹿兇島縣の家翻に由褒する蓮鎖状球菌

　昭和12年春懲期飼育の生繭を鹿兇腸縣翻業試馳揚大島支場より逡附を受け、5月雛日蝋の

末期中腸より細菌を分離ぜり。その方法は本研究第1報の如し。

　斯くして國翻欧一九｛窺26頭より14株の蓮鎖状球菌をb國葱日八號26頭より8株の連鎖状

球菌z三大腸菌類4以菌1株、葡萄｝［尺球菌1株をそ懸ナニりo

　　　　　　　　第1表　鹿見島縣名瀬町産の健康なる蠣の腸内の細菌

解　剖

年　月

昭和12構
5　　月

　同

盤　品

穣　名

鰍19號

日8號

解音塒

餓　齢

探集解　晋サ

ｪ激

採集総

抽舶~ 灘1
　探集菌株灘碇別

難鎖劃姦器1銀萄裕

蜥宋期

　同

26 ユ4

26　　　　，10

14

8

0

1

o

1

蓮鎖1扱i球麟株名総．

｛ll賜1島61。92，9i　｛4

66　70　73　76　78　80　ε9　90

此の連鎖状球菌合計22株につきその！－1三物撃的性状蛇に児疫學⑳挫状を調査し分類を試みた

り。　　　　　　　　　　　　　　’
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　生物學的性状一動物膿より分離後人工培養16代乃翌17代の頃性状を調査す。勘1ち形状、蓮

鎖の長さ、グラム染色、蓮動性、鞭毛、塞天斜面及びプィヨンに於ける畿育、膠質液化性、牛

乳凝國性・判酬qこ鋤する糊肋、熱抵抗九終末水素伺・ン濃度、キシ・一ぜ、vンニツ

ト、エスクリンの分解性等を槍し、燈等の爆i株は殆♂前の長野市のものこ柑…敏し、大艘に於

て腸球菌の性状を具へたり。

　次に山羊血液寒天深部聚落につき溶血性を検するに、何れも溶ll瞭【i菌にして中1株（鹿96）の

みは溶血環大なりき。

　児疫學的性状一繭に長野市の健康なる熟黛、蜥、蟻に由來する菌株の沈降反慮試験に供した

る発痩1翫L清にて沈降反慮を試みたり。その結果2菌児疫」飢清に反慮するもの4株あり、之を第

1群εす。8菌：免疫血清1こ反慮するもの17株あり、之を第3群εす。12菌免疫血L清に反磨する

も，の1株あり、之を第4群Sす。即ち金株前の長野市の連鎮状球菌ε児疫撃的に根一致せり。

次に児疫墨的性｝伏による分類に從ひ各菌株を集結しsその生物齢的性状を配ダ1」し1衷を懲た

るがs此の揚合第3群の菌株がキシローぜ及びマンニヅト強分解性なりしこごは長野市の該菌

ざ異りたり。

群細第2表乃至第3表の如し。

　　　　　　　第2表　鹿児局縣搬象難の連鎖状球菌の沈降反慮並に溶血1性

溶

ltiL

性
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　　舩乙54　
111’

　　1」葛76　
’1【卜

1
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　　　　　　　第3．表鹿児島縣澱の家鑓の連鎖状球菌の生物學的性状

i燃麟掛一・一・・灘灘）熱抵終末糖獺分解｛乍川

・’1・ 恊ﾕ1掃

溶

血

悌

第

1

群

鹿54』・at形

鹿76　同

鹿94　同
臓101　同

21・・一一 蜻ﾋ1羅ピー　灘・…1・1・1
2　　14　十　　一　　一　　　 1可　　　　　『理　　　一　　一　　 『ij　－　　4．2十1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夏一2
2　　8　－t－　　一　　一　　　 同　　　　　［澗　　　 一　　 一　　『可　　一　　4。2ドト1　の1－1　p←工

2工0十一一一　1司・　1司　一一同一4，2十1十1一ト1

鹿51 岡 2 8 十 ㎜ 醐 同 岡
　 一

同 ＋（7） 4．2十1 十1 十1

臓57 同 2 10 十 騨一 一
岡 岡

一 一
同

一 4。2十工 ・ト！ 十1

鹿58 同 2 8 十 一 隅
岡 阿

一 醐
岡

一 4，2牽玉 十ま 一ト1

幽60 同 2 6 十 ｝ 一
同 囲

剛 槻
同 　■ｬ 4、2十1 十1 十1

鹿62 岡 2 22 十 一 一
同 同 幽 網

岡 ．… 4．2 →噌1 十1 十1

第 鹿66 同 2 ユ4 十 r一 一
同 ll趨

一 一
阿 ＋（り 4．2 十1 →・1 十1

鹿70 同 2 18 十 一一 一
同 同

㎝ 旧
同 一

4．2 十1 十1 十1

鹿73 同 2 8 十 一 一
圃 」

｝ 同 一 4．2 十1 牽1 十1

3 鹿78 同 2 20 十 一 一
岡 岡

一 蝋
岡

一 4．2 十1 十1 十1

廊80 圃’ 2 8 十 一 閣
同 同

一 一
圃 一

4．2 十1 十1 十1

廃89 同 2 14 十 酬 圃
同 岡

醐 一
岡

一
4．2 十1 十1 十工

群 鹿90 同 2 8 十 嗣
憧一

閥 同
一 糊

同 ・ト（1） 4．2 ←ユ 十1 十工

臓92 同 2 工Q 十 一 一
周 同

一 一
圃

欄 4．2 十1 十1 十ユ

鹿98 同 2 10 十 馴 欄
岡 同

開 一
同 ＋（2♪ 4．2 十1 十1 十1

鹿99 間 2 12 十 一 一
同 同

酬 欄
同 一ト（6） 4．2 十1 十1 十1

鹿100 同 2 16 十 一 一
同 同

一 一
同

蝋
4．2 十1 ÷1 十1

鹿102 岡 2 10 十 一 一
岡 同

一 閣
岡 ＋（2） 4．2 十1 十1 十1

第4群 庫96
1・

12 十 一 一
岡 ｛岡

脚 一
岡

一 4．2 十1 十1 十工

　　　　　　　　　　2・川越産の家翻に由來する連鎖朕球菌

　昭和13年’8月埼玉縣獄業試瞼揚川越支揚より生繭のii舞附を受けたり。（麗晶種川越K）8月

25日蠣の末期その中腸より細菌を分離せり。帥ち健蠕80頭より細菌25株を得、その性状を

調査し、連鎖｝伏球菌20株v大腸菌類似菌5株に大別せり・

　　　　　　　　　　　第4表　川越市産の健康なる蠣の腸内の細菌

探集納　探集菌株類珊解剖　　　コ

o　月

鍛　品

ｲ名

解音時

�

解　剖

ｪ数 菌撒難蝋翻姦糖
遮鎖

昭和工3年

W　　月
川越K 蝋末期1 80 25　　　・20 5

　　　　一Q581113
R8536364

遮鍛歌閣株名雅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　258111314161722293234
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3853　63　646571　ク5　78

　此の蓮鎖状球菌に探集の順序に從ひ川1乃童川20の符號を附し、人工培養3代目にその性

状を調査せり。

　生物墨的性状一前の鹿兇島産の塚翻の連鎖状球菌S同じ項目につき調査しfcるに、その性状

長野市産のもの及び鹿兇腸産のものε殆さ一致し、大髄に於て腸球菌の牲状を具へたり。
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　訳に111羊1肛液に珊する溶lflt挫を見るに、溶血性菌16株ε緑芭性菌4株εに分れたり。此の

rlコ4ホ朱｝よ溶血L環メくなりきo

　免疫」瞳鋤勺性Slk－一一前の鹿壁己島塵の連鎖状球菌の場合ざ同じ発疫lll購を以て沈降反慮を試みた

るに、溶1姻生菌中12ホ栄は第1群に厨し、4株は第4群に厨したり。緑色性繭は何れも第1群

に騰したり。想ふに此の緑色性菌は本來溶111L’性なりしものが、その溶ifll．性を滑失したるなるぺ

し。

　次に菟疫學的性状による分類に從ひ各菌株を集結しbその生物攣的性状を配朔し1表を掲た

り。

　以上の如くしてその性状を検するに長野市遣iの該菌S異る所なし。

詳細第5衷乃至第6表の如し。

　　　　　　　　第5衷　川越産家翻の連鎖状球菌の沈降反磨蚊に溝illL性

溶

血

性

菌

1

沈　　　降　　　反　　　惣

鱒群綱叫第3群 第4群 禦5堺

騰、錨鶴麟羅鵠鍵罐

線
色
性
菌
株

第

4

1

群

川　　1　　¶卜

月12il卜

川14il卜
Ili　5。ll卜

∫il　6・ll卜

川　　8　　¶卜

川101¶卜
川131…ill一

川1工4　¶卜

ll：：；1：lll：

、川18』卜

　　　T

川　9

川11

川12
川、19．

川　3

川　　7

川15

川20

・lii・

¶卜

’IIB

・H十

nd

」肝卜

惜

Lll卜

冊

舞∫6群’第フ騨　健常

轟騰覆鷹蛸

第2…欠
沈降反膿i

第3群笛4群
8拠「免12頂守『免

母尊顛砿削痩喚醐

・ll卜

冊

・田・

ll卜

11卜

¶1・

’田’

冊

賢卜

li卜

11卜

’lli・

¶ト

し肝

冊

帯

丑卜

邪卜

測畠

Sil・

’［1卜

・田’

階

’1蹄・

澗・

しlll・

’睦卜

’ll卜

冊

tH卜

」H卜

卜ll卜

滑

冊

脚

¶卜

・H卜

冊

・肝

冊

溶、所L性　　。

山さ聡　　山”Ys

（非糖Fの　　　（糖加）
＿．．＿．＿＿」

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

＋㈲

十（6）

＋（6）

＋（6）

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十
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第6表　川越塵家鷲の蓮鎖状球菌の生物攣的性駄

形朕

瞥通1最掻

瀬！蝋
　　1＿＿

　　　　　　　　i吋ミヲ匠多216

　　　　　　　　同　　2　12

　　　　　　　　同　　2　14

　　第　　　　　同　　2　10

　　　　　　　　fJ’可　　2　10

溶
　　　　　　　　岡　　2　12
　　1
」血L　　　　　　　　回　　2　8

性

1省

株

線
色
性
菌

株

群

4

群

第

1

川　　1

川　　2

川　　4

川　　6

川　　8

川13

川14

川16

川17
Jll　18

川　　9

11111
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川15
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岡

同

同

同

同
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同
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．2

2

2

2

2

2

2

2

2

2
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工8
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26

8
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i6

6
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十

ρト

→一

十

十

十

十

十

十

・ト

十

十

十

十

十

十

十

十

　　　1
寒天斜積fブイヨン

醗難。［鄭肌
1tirなり

同

同

同

il己

圃

同
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岡

同

同

同

同

岡

同
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岡

同

同

岡
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同

同
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岡

岡

同

同

同
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同
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岡

㈹

岡

同

同

同
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．一
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40％抗
ζ二（㈱

30i三1

磯愈存

圃

同

同

呵

同

同

同

同

同

同

岡

岡

同

同
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岡

同

同
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PII

糖獺分解作用

副跡1夢，う
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黒1：：
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｝iiiili
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＋（1）

十1

十1

十1

十1

十1

十1

十1

十1

十1

十1

十工

十1

4．2

4，2

4。2

4，2

4．2

4，2

42

4。2

十1

十1

十1

十1

十1

十】

十工

十工

十1

一トエ

十1

十1

十
1・一一2

十

1－2

十1

十

1－2

十1

・ト1

十
1・一一2

十1

十1

ナ1

十1

a－1

一ト1

十］

十1

十1

一ト1

十1

十1

十ユ

十1

十1

十工

十！

十1

十1

十1

十1

十1

十1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　縛　　　括
　　　　　　　　　o
　襲に著考は本研究第1報に於て當楊産の健康なる熟襯：、蜥、蛾に由來する蓮鎖状球菌103株

の性状を調査し、層大膿に於て腸球菌の性状を具有するこεを明かにし、その山羊1紅液或は牛tilt

液に蜀する溶lilL性によりて之を溶」佃性繭ミ緑色性菌に分ち・更に免疫肇的性状により大膿に於

τ溶血L菌を第1群乃至第4群に、線色性菌を第5群乃墓第7群に分ちたり。師ち第1群47株、

第2群8株、第3群26株、第4群18株、第5群1株、第6群2株．第7群1株に分れたり
き。

　弦に於て獄の飼育揚所を金く異にせる鹿兇協縣名瀬町巌及び埼玉縣川越市産の健康なる蝸に

由來する菌株につき調査し、その菌株の比較をなしttり。郎ち、

　鹿兇島燕の連鎧状球繭22株はその，ltJ三1伏長野市礎のi該菌ε殆♂相一致し、第1群4株、館3

群17株、第4群1株ありたり。唯此の揚合第3群の菌株が何れもキシローぜ、マン；ジトを

弧分解する性質のみは長野市産の該菌ε異る所なり。
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　川越魔の連鎭状球菌20株1よその性状長野市鷹の該繭のそれミ略々相一・致し、第1群に厨す

るもの16非宋、　第tL才洋にE・－1：・’：す囲る．もの4株を翌雀しナこりo

　V＿」，上喬司芋獲易房fを異に・ぜる家餐譲に1．1．il　Ptξするヨ皇鍔U伏均芝保iはそσン1崖｝伏“1各々札；1－・致し、　君櫛潤に1於iても

略々楓一致せり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於畏野附牒試瞼揚）
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1。d1，　p，eVi。。s　p。Pl3・1＿tl1。，　d，，e，ibed　tl1。　ch・，…t，，i・’ti…fth・…ep・・…〔・ci・f・he

，ilkw・，・工漉m℃d　i・曲9・・。・ity・・d・la・sifi。d　them　iUt・・79…p・脚・・ヨh・g　t・tl1・h・bi・・h・mi・・l

alld．sero．　logieal　cllaracterisヒics．　Na㎜ely　『these　s士i’ahng，　1）〔｝long　to　the　entel・‘】e‘〕eeus　group　i1｝

塊・・se・・e　a・d　d・vi・1・d　i・．t・考w〔〉・f・1’nl・by　thei・蜘・lyti・1・。h・vi。u・．・・9。at…e・w　b1。・・．l

q9…卿で・x蜘t・ly　thal－lyti・f‘・一。・瞬es　‘PO％・f　th・m・・d　yi・id・・1・f〈・・m・・鰺・th・

hemolytics　f（）1’M　deVi（led・into　4　groups，　from　group　I　to　group　i．V・The　viridaus　fbrm　i魏〕

39…1・ll，．．£・prrl　V．’t・9・Qup、弧・

　．In　this．1）al）er士he　author　examined　22　collectlol1＄i：　01atecl　frorn　Amamiohshima，1〈　agg　sbim　t）

p，ef6，ture，．・・d幻．・・11・cti…fr・雌K・w・g。e　ciLy，　Saitarna　l・rafe・t・・e・Th・・・…lt・・f

・Qmp・・i・・6f　thes・42・t・・i・息wi瓠th・S・・f耳μ9・n・・》．・ILy・｝》。・・…蜘ed…a・負・II・w・・

The　st・ains。f　Am・mi・1・shim・ag・ee．with　tl・e　st・曲・f　Nag・n・city　in　tl雨・・hm悔a・tel鴨i・ti・s

・・d毛hes・4・t繭・bel・ng．t・9・Qup　l・f　N・gm・・，17・t・・i・・b・1・rig’t・9…Plli・・d・・t・ゆ

b・1。ngs　t・9・・up　l　V・e・p・ctiv・ly．　lnもhls　tim・，　h。w・v・・，　tl・・s・17　st・・i・s・f　th・．9・。・1P璽

、di価red．ft’om　th母t　of　Nagano　o麺t｝1e　fetmen’tation　l）eh’av呈Qu「．6f　xylo8e　and　M［Llll）itt：　thc

s七railユs、　of　A㎜amioh葛hima　ferineut　strongly士hese　sug三↓rs　a　．g　ainst　tlユe　straills　of　Nagan（）do

not　or．weakly壬b1・lnent．

　　The　2Q　strεしins　of　Iくawagoe　city　agrξ｝e　、vith　th乱t　of　Nagεmo　iu　their　chtxraeter｛sties　elltirelア，

aricl．th骨se　16　strhins　belong．to　grouP　I　of　Nagano，4st「ains　to　9「ouP　IV　「esPective】y・

　　Iti　6bncluslon，　the　str瓦in．of．the　streptodocci　of　the　silkworm，　isolated　from．different

Iocality，　agree　each　o七her　iti七heir　characters　and　be1◎ユ1g士o　the　sn，Tne　groups　respe¢tively．

　　てSericulturIし1　Experiment　f…Itatio11，　厨aga江10，　Japan．）


